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Summary 
This paper is concerned with the concept ‘public interest’ in the AICPA’s Code. The paper then reviews previous 
studies on the ‘public interest’ in accounting ethics studies and sheds light on the latent weakness of the concept. 
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1．はじめに 























ある職業行為規程（Code of Professional Conduct）およ































「公共に対する責任」（responsibility to the public）を引
き受けるべき旨が Concepts of Professional Ethics の冒頭
において謳われている（AICPA［1973］p.6）。加えて，





1983 年 10 月，AICPA は，「公認会計士の職業行為基
準に関する特別委員会」（Special Committee on Standards 














成し，その採否に関する会員投票の結果，1988 年 1 月













程第 53 節第Ⅱ条は，以下の通りである。 
 




































３現行の職業行為規程では第 0.300.030 節.01 となっている。 

























































ものとは考えていない。Carey の著書 Professional Ethics 
































































































































































1977 年 3 月，米国司法省が，AICPA に対し，職業倫
理規程規則 502 に関する情報の提供を求めると，同年 4
月，FTC は，職業倫理規程のうち公正な競争を妨げる
可能性のあるあらゆる規定について，調査を開始した






司法省および FTC からの圧力を受けて，AICPA の首
脳陣は，職業倫理規程変更への動きを加速させた。1977
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